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のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

川
内
川
に
ホ
タ
ル
舞
う

２
地
区
で
ホ
タ
ル
舟
を
運
航

白
男
川
小
学
校

ホ
タ
ル
の

観
察
記
録
発
表

町
青
年
団

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

  

イ
ベ
ン
ト
開
催

デ
ザ
イ
ン
の
力
で

　
町
を
盛
り
上
げ
る

温
泉
ポ
ス
タ
ー
展

今
ま
で
あ
り
が
と
う

柊
野
小
学
校
・
最
後
の
運
動
会

２広報さつま３ 広報さつま

　

５
月
23
日
か
ら
30
日
ま
で
、
鶴

田
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｅ
デ
ザ
イ
ン
か
ご
し
ま

（
Ｏ
Ｄ
Ｋ
）
に
よ
る
「
さ
つ
ま
町

温
泉
ポ
ス
タ
ー
展
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。　

　

Ｏ
Ｄ
Ｋ
と
は
、
「
県
内
で
広

告
・
出
版
・
企
画
な
ど
に
携
わ
る

デ
ザ
イ
ナ
ー
有
志
が
、
頼
ま
れ
も

し
な
い
の
に
様
々
な
地
域
に
お
も

む
き
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
地
域
を

も
っ
と
よ
く
し
よ
う
と
い
う
集
ま

り
」
で
す
。
「
求
め
る
声
が
な
い

場
所
に
こ
そ
デ
ザ
イ
ン
の
力
を
」

を
活
動
方
針
と
し
て
、
地
域
に
勝

手
に
押
し
か
け
、
地
域
を
テ
ー
マ

と
し
た
ポ
ス
タ
ー
展
を
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｄ
Ｋ
の
ポ
ス
タ
ー
展
は
今
回

で
３
回
目
で
、
一
昨
年
は
日
置
市

吹
上
町
の
商
店
街
、
昨
年
は
鹿
屋

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｏ
Ｄ
Ｋ

が
温
泉
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
は

初
め
て
で
し
た
が
、
温
泉
を
切
り

口
に
し
て
、
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ン
力

で
本
町
の
温
泉
施
設
に
新
た
な
光

を
当
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
展
の
最
終
日
に
は
、

か
ご
し
ま
探
検
の
会
代
表
理
事
の

東
川
隆
太
郎
さ
ん
の
講
演
会
や
、

Ｏ
Ｄ
Ｋ
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
温
泉
ソ
ム

リ
エ
な
ど
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行

わ
れ
、
会
場
は
満
員
と
な
り
ま
し

た
。

　

本
町
の
温
泉
の
魅
力
を
歴
史
や

文
化
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
様
々
な
視

点
か
ら
再
発
見
す
る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

５
月
24
日
、
第
69
回
柊
野
区
・

柊
野
小
閉
校
記
念
ふ
る
さ
と
大
運

動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
柊
野

小
は
今
年
度
閉
校
す
る
た
め
今
回

が
最
後
の
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
３
人
の
児
童
と
地
域

住
民
、
出
身
者
や
町
内
外
の
子
ど

も
た
ち
な
ど
、
多
く
の
人
々
が
一

生
懸
命
競
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
年
も
鹿
児
島
国
際
大
学
の
学

生
24
人
が
ス
タ
ッ
フ
兼
選
手
と
し

て
参
加
し
、
児
童
と
一
緒
に
ソ
ー

ラ
ン
節
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
柊
野
区
郷
土
芸
能

保
存
会
に
よ
る
棒
踊
り
に
は
、
児

童
と
先
生
も
参
加
し
、
練
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

校
舎
屋
上
か
ら
の
写
真
撮
影
も

行
わ
れ
、
思
い
出
に
残
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　

５
月
14
日
か
ら
29
日
ま
で
、
奥

薩
摩
の
ホ
タ
ル
舟
が
運
航
さ
れ
ま

し
た
。

　

年
々
、
口
コ
ミ
等
に
よ
り
全
国

各
地
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
増
え

て
お
り
、
予
約
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
て
数
日
で
予
約
が
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。
乗
船
さ
れ
た
お
客

様
か
ら
は
、
「
全
国
の
ホ
タ
ル
を

観
賞
し
て
回
っ
た
が
、
こ
こ
が
イ

チ
バ
ン
！
」
「
来
て
よ
か
っ
た

!!
」
と
非
常
に
多
く
の
嬉
し
い
お

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
以
降
も
、
さ
ら
に
多
く
の

ホ
タ
ル
と
喜
び
の
声
に
出
会
え
る

よ
う
、
地
域
の
資
源
川
内
川
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
16
日
か
ら
31
日
ま

で
二
渡
水
辺
公
園
を
発
着
場
と
し

て
、
12
回
目
の
二
渡
ホ
タ
ル
舟
運

航
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

運
航
初
日
か
ら
例
年
の
ピ
ー
ク

を
上
回
る
く
ら
い
の
ホ
タ
ル
が
飛

び
交
い
、
幻
想
的
な
ホ
タ
ル
の
光

に
乗
船
客
か
ら
も
感
動
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
鹿
児
島
市
内
を
中
心

と
し
た
バ
ス
ツ
ア
ー
が
組
ま
れ
、

多
く
の
運
航
日
が
予
約
で
満
席
と

な
り
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
舟
出
航
前

に
は
黒
毛
和
牛
た
け
の
こ
丼
付
き

の
遊
覧
船
も
出
航
し
、
多
く
の
乗

船
客
が
川
内
川
の
初
夏
の
風
物
詩

を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　　

５
月
23
日
、
白
男
川
小
学
校
で

ホ
タ
ル
を
見
る
夕
べ
が
行
わ
れ
、

地
区
の
住
民
や
保
護
者
な
ど
約

１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
同

校
で
は
、
昨
年
度
か
ら
ホ
タ
ル
の

飼
育
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
飼
育

を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
な
ど
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

飼
育
栽
培
委
員
は
ホ
タ
ル
の
飼

育
活
動
に
つ
い
て
、
３
年
生
は
幼

虫
の
育
て
方
や
３
月
初
め
に
幼
虫

が
光
り
な
が
ら
土
手
に
上
が
り
は

じ
め
た
上
陸
の
様
子
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。
５
・
６
年
生
は

「
ホ
タ
ル
の
成
虫
は
何
も
食
べ
ず

に
水
だ
け
飲
ん
で
生
活
す
る
」
こ

と
や
「
オ
ス
と
メ
ス
が
お
互
い
を

見
つ
け
る
た
め
に
光
る
」
こ
と
な

ど
を
ク
イ
ズ
に
し
て
発
表
し
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
児
童
会
で
作
っ
た
歌

「
希
望
」
を
児
童
及
び
教
職
員
が

歌
い
、
会
場
か
ら
は
た
く
さ
ん
の

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

５
月
16
日
、
町
青
年
団
主
催
の

さ
つ
ま de  W

edding  Festival

が
薩
摩
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
団
員
の
結

婚
式
を
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
す

る
こ
と
で
、
町
を
盛
り
上
げ
た
い

と
各
方
面
に
協
力
を
呼
び
掛
け
、

約
３
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
作
曲
家
の
新
垣
隆
さ

ん
を
は
じ
め
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
で
本

町
出
身
の
若
松
美
緒
さ
ん
、
薩
摩

剣
士
隼
人
、
ぐ
り
ぶ
ー
や
さ
つ
ま

る
ち
ゃ
ん
な
ど
が
参
加
し
、
演
奏

や
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
で
、
花
嫁
で

団
員
の
宿
里
奈
緒
さ
ん
を
祝
福
し

ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
の
小
中
学

生
に
よ
る
歌
や
演
奏
も
披
露
さ
れ
、

式
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

「希望」を歌う児童と教職員 ３年生によるスライドを使った発表

誓いの言葉を述べる宿里さん夫妻
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のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

地
域
リ
ー
ダ
ー
と
町
の
将
来
を
語
る

知
事
と
語
ろ
会
開
催

郷
土
に
つ
い
て

　
学
び
伝
え
る

盈
進
小
遠
足

特
色
あ
る
活
動
が
評
価
さ
れ
受
賞

求
名
小
・
白
男
川
小

　
全
国
規
模
の
受
賞
相
次
ぐ

銀
賞
に
流
水
・
川
久
保
さ
ん

歯
と
口
の
健
康
週
間

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

見
出
し
は

分
か
り
や
す
く

プ
ロ
に
紙
面
作
り
学
ぶ

大
盛
り
上
が
り
！

東
京
で
永
野
を
語
る

関
東
永
野
会

４広報さつま５ 広報さつま

　

６
月
１
日
、
町
長
室
で
表
彰
伝

達
式
が
行
わ
れ
、
求
名
小
学
校
が

文
部
科
学
省
か
ら
子
ど
も
の
読
書

活
動
優
秀
実
践
校
と
し
て
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
、
白
男
川
小
学
校

が
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
か
ら
野
生

生
物
保
護
功
労
者
褒
賞
の
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

求
名
小
学
校
は
、
読
書
活
動
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
始
め
た
学
校

自
作
の
読
書
記
録
本
「
読
書
マ
イ

ブ
ッ
ク
」
を
活
用
し
た
取
組
や
、

全
校
年
間
読
書
目
標
１
万
冊
を
設

定
し
た
取
組
な
ど
で
、
児
童
の
読

書
量
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
が
評

価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

白
男
川
小
学
校
は
、
ホ
タ
ル
を

飼
育
し
、
約
１
万
匹
の
幼
虫
の
ふ

化
に
成
功
し
た
り
、
生
活
科
や
理

科
研
究
・
作
文
の
教
材
化
を
行
っ

た
り
す
る
な
ど
、
ホ
タ
ル
の
産
卵

か
ら
成
虫
の
放
流
ま
で
の
飼
育
体

験
活
動
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　

同
校
の
取
組
は
、
ソ
ニ
ー
教
育

財
団
が
実
施
す
る
科
学
が
好
き
な

子
ど
も
を
育
て
る
２
０
１
４
年
度

「
ソ
ニ
ー
子
ど
も
科
学
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
で
奨
励
校
に
も
選
定
さ

れ
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

両
校
と
も
、
自
校
の
特
色
を
生

か
し
た
取
組
に
よ
り
、
児
童
の
感

性
や
表
現
力
を
高
め
て
お
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
児
童
の
成
長
が

楽
し
み
で
す
。

　

５
月
28
日
、
薩
摩
郡
歯
科
医
師

会
管
内
（
本
町
及
び
薩
摩
川
内
市

の
旧
川
内
市
を
除
く
地
区
）
の
小

学
生
を
対
象
と
し
た
「
歯
と
口
の

健
康
週
間
」
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
33
校
か
ら
２
４
７
点

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
流
水
小
学
校
５

年
の
川
久
保
勇
弥
さ
ん
が
銀
賞
、

柏
原
小
学
校
２
年
の
山
下
七
海
さ

ん
が
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

５
月
28
日
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
主
催
の
広
報
紙
担
当
者
研
修

会
が
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
各
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

関
係
者
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

南
日
本
新
聞
社
読
者
局
読
者
セ

ン
タ
ー
副
部
長
の
平
峯
幸
児
さ
ん

が
、
新
聞
の
作
り
方
と
題
し
て
、

新
聞
は
１
段
目
に
重
要
な
要
素
が

入
っ
て
い
る
こ
と
や
文
章
の
書
き

方
な
ど
を
同
社
の
新
聞
や
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
峯
さ
ん
は
、
「
分
か
り
や
す

い
見
出
し
を
つ
け
て
、
文
章
は
や

さ
し
く
か
み
く
だ
い
て
書
き
、
写

真
を
撮
る
時
は
、
も
う
一
歩
前
に

踏
み
出
し
て
撮
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
31
日
、
東
京
都
の
三
州
郷

土
館
で
、
第
18
回
関
東
永
野
会
総

会
が
96
人
の
参
加
の
も
と
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
関
東
各
県
を
は
じ
め

遠
く
は
沖
縄
県
か
ら
も
参
加
者
が

あ
り
、
永
野
区
か
ら
上
別
府
裕
人

公
民
館
長
を
は
じ
め
４
人
が
出
席

し
、
故
郷
永
野
や
さ
つ
ま
町
の
近

況
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

永
野
か
ら
初
参
加
の
「
夢
進
」

の
坂
元
千
栄
美
さ
ん
は
、
ち
ま
き

（
あ
く
ま
き
）
を
販
売
し
、
あ
っ

と
い
う
間
に
完
売
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
も
初

め
て
参
加
し
、
記
念
撮
影
を
求
め

ら
れ
る
な
ど
大
人
気
で
し
た
。

　

５
月
７
日
、
伊
藤
祐
一
郎
鹿
児

島
県
知
事
が
地
域
住
民
と
対
話
を

行
う
「
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
語
ろ

会
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
視
察

を
は
じ
め
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
町
で
の
語
ろ
会
は
平
成
19
年

以
来
２
回
目
で
す
。当
日
、く
す
の

き
荘
で
行
わ
れ
た
意
見
交
換
会
に

は
、
農
林
業
や
商
工
業
な
ど
の
リ

ー
ダ
ー
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
伊
藤
知
事
が
県
政
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
後
、
４
人
の

方
が
地
域
の
現
状
や
課
題
に
つ
い

て
話
さ
れ
ま
し
た
。
和
牛
の
一
貫

経
営
を
行
う
徳
重
真
生
さ
ん
は
、

一
貫
経
営
の
現
状
と
高
齢
化
に
よ

る
生
産
農
家
の
減
少
に
つ
い
て
、

軸
屋
酒
造
杜
氏
の
軸
屋
麻
衣
子
さ

ん
は
、
焼
酎
の
銘
柄
間
格
差
の
現

状
と
鹿
児
島
焼
酎
の
魅
力
に
つ
い

て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
タ
ル
や
竹
、
川
内
川
、

温
泉
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し

た
観
光
地
づ
く
り
に
対
す
る
意
見

な
ど
も
出
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
に
先
立
ち
伊
藤
知
事
は
、
ガ

ラ
ス
工
芸
館
、
薩
摩
農
産
物
加
工

セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
マ
ン

ゴ
ー
部
会
（
新
生
団
地
）
、
日
本

特
殊
陶
業
㈱
な
ど
を
訪
れ
、
概
況

や
現
在
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

５
月
22
日
、
盈
進
小
学
校
６
年

生
82
人
が
、
遠
足
で
町
内
の
史
跡

や
商
店
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
町
の
観
光
ガ
イ
ド
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
す
る
た
め
、
楠
木
神
社
、

霧
島
神
社
、
宗
功
寺
公
園
な
ど
の

史
跡
や
、
自
分
た
ち
で
選
ん
だ
紹

介
し
た
い
店
に
行
き
、
写
真
を
撮

っ
た
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た

り
し
て
必
要
な
情
報
を
集
め
ま
し

た
。

　

史
跡
で
は
、
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
々
が
、
そ
の
歴

史
に
つ
い
て
児
童
た
ち
に
説
明
し

ま
し
た
。
ま
た
、
商
店
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
は
、
人
気
の
商
品
や
商
品

づ
く
り
の
こ
だ
わ
り
な
ど
を
尋
ね
、

熱
心
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
１
の
メ
ン
バ
ー
（
祝

迫
湧
士
さ
ん
、
久
保
光
聖
さ
ん
、

羽
子
田
祐
輝
さ
ん
、
堀
之
内
敬
吾

さ
ん
、
宮
田
陽
斗
さ
ん
、
竹
下
彩

華
さ
ん
、
下
別
府
心
奈
さ
ん
、
本

田
祐
香
さ
ん
）
は
、
「
初
め
て
行

く
と
こ
ろ
も
あ
り
色
々
な
歴
史
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
」
、
「
町
を

Ｐ
Ｒ
で
き
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

り
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

表彰を受ける求名小学校長（左）

さつまるちゃんと記念撮影

新聞を使い説明する平峯さん

薩摩農産物加工センターでの記念撮影

霧島神社・首なし仁王像の説明を受ける児童

川
久
保　

勇
弥
さ
ん

山
下　

七
海
さ
ん

表彰を受ける白男川小学校長（左）

認
定
新
規
就
農
者
の
紹
介

認
定
新
規
就
農
者
の
紹
介

（
平
成
27
年
５
月
21
日
認
定
）

（
平
成
27
年
５
月
21
日
認
定
）

新
規
認
定
農
業
者
の
紹
介

新
規
認
定
農
業
者
の
紹
介

５
月
21
日
、
町
長
室
で
、
１
経
営
体
が
認
定
農
業
者
に
認
定
さ
れ
、

農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
書
の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

５
月
21
日
、
町
長
室
で
、
１
経
営
体
が
認
定
新
規
就
農
者
に
認
定

さ
れ
、
青
年
等
就
農
計
画
認
定
書
の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

虎居

生産牛

優良子牛の生産に努めなが

ら、規模拡大を図りたい。

氏名(敬称略)

居住地区

経営作目

意気込み

町野　富子（63歳）

町野さん夫妻

柏原

水稲

露地野菜

水稲を中心に品質の良

い野菜作りに努めたい。

氏名(敬称略)

居住地区

経営作目

意気込み

上屋敷　彰（31歳）

県政の報告を行う伊藤知事（左から３人目）

銀銀銅銅



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

川
内
川
の
鮎
漁
解
禁

鮎
の
塩
焼
き

　
　
お
い
し
い
ね

子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修

郷
土
を
担
う

さ
つ
ま
っ
子
育
成

徳
重
真
生
さ
ん

最
優
秀
賞
１
席
に
輝
く

川
薩
畜
産
共
進
会

田
ん
ぼ
で
運
動
会

大
人
も
子
ど
も
も

　
　
ど
ろ
ま
み
れ
！

春
の
叙
勲
受
章

宮
脇
純
治
さ
ん

　町道や国県道に隣接する私有地（個人所有の山林や個人宅

等）から、樹木の枝等が道路へはみ出て、歩行者や車両の通

行に支障が出ているところが多くみられます。

　道路では、歩行者や車両の安全確保のために物件が入って

はならない「建築限界線」が法律で定められています。道路

に隣接する私有地の樹木から伸びた枝葉などが、この「建築

限界線」を越えると法律違反になります。

　また、道路上に張り出した枝等が原因で事故が発生した場

合には、樹木の所有者が賠償責任を問われる場合があります。

　私有地から道路上に張り出している枝や葉は、土地
所有者に所有権があるため、緊急の場合以外は町や県
が勝手に切ることはできません。
　土地の所有者の皆さんは、個人の管理・責任のもと、
枝払い・伐採などの処置を取られるようお願いします。

樹木の管理
　　できていますか？
樹木の管理
　　できていますか？

お問い合わせ先

【町道関係】さつま町役場建設課　土木管理係 ☎53-1111(内線2255)

【国・県道関係】北薩地域振興局　☎0996(25)5548

 担当：建設部建設総務課管理係又は建設部土木建築課道路維持係

●次のような場合は樹木の伐採・枝払いが必要です。

１　道路、歩道へ樹木が張り出している　　　　

２　枯れ木、折れ枝などによる通行への障害がある

　　(又はそのおそれがある）

３　竹木の繁茂による通行への障害がある

　　（又はそのおそれがある）

適正な管理をお願いします

４ .５ｍ

建築限界の範囲

車道 私有地私有地 歩道

２ .５ｍ

２．５ｍ

建築限界（イメージ）

６広報さつま７ 広報さつま

　

６
月
１
日
、
平
成
27
年
春
の
叙

勲
を
受
章
さ
れ
た
元
町
消
防
団
副

団
長
の
宮
脇
純
治
さ
ん
（
中
津

川
）
が
、
報
告
の
た
め
町
長
室
を

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
脇
さ
ん
は
、
昭
和
53
年
に
旧

薩
摩
町
消
防
団
に
入
団
以
来
、
35

年
の
永
き
に
わ
た
り
災
害
現
場
の

第
一
線
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
間
、
中
津
川
分
団
長
や
薩
摩
方

面
隊
長
を
歴
任
し
、
平
成
23
年
か

ら
は
副
団
長
と
し
て
、
数
多
く
の

災
害
現
場
に
出
動
す
る
と
と
も
に
、

団
員
の
指
導
育
成
、
消
防
技
術
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
脇
さ
ん
は
、
「
家
族
や
団
員
、

地
域
の
方
々
の
お
か
げ
で
叙
勲
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
光

栄
に
思
っ
て
い
ま
す
」
と
喜
び
を

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

６
月
７
日
、
永
野
小
学
校
の
学

習
田
で
、
ど
ろ
ん
こ
運
動
会
が
開

催
さ
れ
、
児
童
と
保
護
者
な
ど
約

70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
ど
ろ
ん
こ
ジ
ャ
ン

プ
や
早
苗
キ
ャ
ッ
チ
、
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
を
、
先
生
や
保
護
者
は
リ
レ

ー
や
ミ
ニ
バ
レ
ー
を
、
ま
た
、
全

員
で
力
を
合
わ
せ
て
田
お
こ
し
を

行
い
、
全
身
ど
ろ
ま
み
れ
に
な
っ

て
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

６
年
生
の
池
山
友
月
さ
ん
は
、

「
小
学
校
最
後
の
ど
ろ
ん
こ
運
動

会
。
こ
ん
な
に
ど
ろ
だ
ら
け
に
な

っ
て
遊
べ
る
こ
と
は
な
か
な
か
な

い
の
で
、
い
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

６
月
７
日
、
川
内
川
漁
業
協
同

組
合
主
催
に
よ
る
第
９
回
川
内
川

鮎
ま
つ
り
が
二
渡
水
辺
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鮎
ま
つ
り
は
、
鮎
漁
の
解
禁
に

合
わ
せ
、
川
内
川
の
魚
と
身
近
に

ふ
れ
あ
う
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催

さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
１
匹
１
０
０
円
で

販
売
さ
れ
た
鮎
の
塩
焼
き
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
用
意
さ
れ
た
３
，
０
０

０
匹
の
鮎
が
完
売
す
る
ほ
ど
の
盛

況
ぶ
り
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
か
に
の
体
験
放
流
、

ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
な
ど
た

く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
と
７
日
、
霧
島
自
然

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
町
内
の
小
・
中
学
生

36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
研
修
を
通
し

て
、
子
ど
も
会
の
意
義
や
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
心
構
え
、
活
動
前
の

目
標
の
立
て
方
な
ど
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
時
吉
区
子
ど
も

会
育
成
会
の
協
力
の
も
と
行
わ
れ
、

参
加
し
た
育
成
者
は
、
「
素
晴
ら

し
い
研
修
な
の
で
、
も
っ
と
多
く

の
方
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

周
知
し
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

《
研
修
生
の
声
》
（
敬
称
略
）

■
盈
進
小
６
年
　
東
　
穂
乃
嘉

　

今
回
の
経
験
を
活
か
し
、
多
く

の
知
ら
な
い
子
と
仲
良
く
な
り
、

い
つ
で
も
助
け
合
え
る
交
友
関
係

を
築
き
た
い
で
す
。

■
白
男
川
小
６
年
　
北
園
　
和
也

　

今
回
の
活
動
は
、
子
ど
も
会
活

動
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
思
う
の

で
、
学
習
し
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら

の
活
動
に
活
か
し
た
い
で
す
。

　

５
月
20
日
、
薩
摩
中
央
家
畜
市

場
で
、
平
成
27
年
度
川
薩
春
季
畜

産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
共
進
会
（
品
評
会
）
に

は
、
川
薩
の
８
地
区
か
ら
肉
用
牛

72
頭
の
出
品
が
あ
り
、
本
町
か
ら

は
４
月
に
３
地
区
ご
と
に
開
催
さ

れ
た
春
季
畜
産
共
進
会
を
勝
ち
抜

い
た
30
頭
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

共
進
会
で
は
、
肉
用
牛
改
良
の

重
点
項
目
で
あ
る
体
型
面
と
管
理

面
の
改
善
点
に
つ
い
て
、
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

個
人
成
績
（
町
関
係
最
優
秀
上

位
入
賞
牛
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
種
目
　
賞
　

成
績(

名
号)

出
品
者　

※

敬
称
略

■
若
雌
１
部
　
最
優
秀
賞 

２
席(

り
き
号)　
　

羽
子
田
ひ
と
み

３
席(

い
つ
ひ
め
号)

徳
重　

真
生

４
席(

み
ど
り
４
の
１
号)

杉
元　

吉
弘

６
席(

じ
ゃ
い
こ
の
３
の
６
号)

徳
重　

真
生

７
席(

ゆ
り
こ
号)　

徳
重　

真
生

■
若
雌
２
部
　
最
優
秀
賞 

１
席(

第
１
あ
ら
れ
号)

徳
重　

真
生

２
席(

り
ん
ご
号) 　

徳
重　

真
生

４
席(

ち
え
こ
１
３
４
号)

下
田　

保
幸

７
席(

み
ち
さ
く
ら
号)

平
木
場
岩
男

■
若
雌
３
部
　
最
優
秀
賞 

４
席(

あ
さ
み
号)　

杉
元　

吉
弘

５
席(

と
も
み
号)　

北
園　

健
二

６
席(

み
ち
の
３
７
４
号)

平
木
場
岩
男

９
席(

あ
き
こ
２
３
９
号)

中
原　

晃
子

かにさん、元気でね！鮎の塩焼きおいしいよ！

審査の様子

２日間の研修を終え、たくましくなった子どもたち

受賞された宮脇さん（左）

早苗キャッチ早苗キャッチ

どろんこ遊び楽しいよ！どろんこ遊び楽しいよ！ どろんこドッジボールどろんこドッジボール

どろんこジャンプどろんこジャンプ大人もがんばる！
力を合わせて田おこし
大人もがんばる！
力を合わせて田おこし

鮎の塩焼きを楽しむさつまるちゃん！

見て見て、つかまえたよ！（ニジマスのつかみ取り）

ゆ
つ
き



　　　

こ
れ
ま
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負

担
は
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
に
サ
ー
ビ

ス
費
の
１
割
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
制
度
改
正
で
、
平
成
27
年
８
月
か
ら
、

65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の

う
ち
、
一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
に

は
サ
ー
ビ
ス
費
の
２
割
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

８
月
ま
で
に
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定

を
お
持
ち
の
方
へ
負
担
割
合
（
１
割
又
は

２
割
）
を
記
し
た
負
担
割
合
証
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
と
２

枚
一
緒
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
今
後
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
は
、
必
ず
２
枚
一

緒
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
施
設
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

も
勘
案
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
申
請
書

類
等
も
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

※
介
護
老
人
福
祉
施
設
・
介
護
老
人
保
健

　

施
設
・
介
護
療
養
型
医
療
施
設

■
負
担
限
度
額
認
定
を
受
け
る
た
め

　
の
要
件

・
現
行
制
度
は

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

・
平
成
27
年
８
月
か
ら

①
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
る
。

②
配
偶
者
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
る
。　

（
こ
の
申
請
に
お
け
る
「
配
偶
者
」
は
、

世
帯
分
離
を
し
て
い
る
配
偶
者
又
は
内

縁
関
係
の
者
を
含
み
ま
す
）

③
本
人
及
び
配
偶
者
の
持
つ
預
貯
金
等

（
資
産
）
が
次
の
金
額
以
下
で
あ
る
。

　

・
配
偶
者
が
い
る
場
合
↓
夫
婦
の
合
計

　
　

額
が
２
千
万
円
以
下

　

・
配
偶
者
が
い
な
い
場
合
↓
本
人
の
み

　
　

で
１
千
万
円
以
下

※
１　

①
・
②
・
③
全
て
の
要
件
を
満
た

し
た
場
合
、
負
担
限
度
額
認
定
に
該

当
し
ま
す
。

※
２　

預
貯
金
等
及
び
配
偶
者
の
所
得
に

つ
い
て
は
、
市
町
村
の
窓
口
へ
資
産

の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
市
町

村
は
必
要
に
応
じ
て
銀
行
等
に
口
座
情

報
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

※
３　

不
正
に
負
担
軽
減
を
受
け
た
場
合
に

は
、
そ
れ
ま
で
に
受
け
た
負
担
軽
減
額

に
加
え
最
大
２
倍
の
加
算
金
の
納
付
を

求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

（
１
）
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申
請
書

（
２
）
同
意
書

（
３
）
預
金
通
帳
等
の
写
し

■
対
象
と
な
る
資
産

・
預
貯
金

・
有
価
証
券

・
金
・
銀
な
ど
の
貴
金
属
等

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

介
護
保
険
課　

介
護
保
険
係

　

☎
（
53
）
１
１
１
１

　
　

（
内
線
２
１
７
６
）

【
２
割
負
担
に
な
る
方
】

　

65
歳
以
上
の
方
で
、
合
計
所
得
金
額
が

１
６
０
万
円
以
上
の
方
（
単
身
で
年
金
収

入
の
み
の
場
合
、
年
収
２
８
０
万
円
以

上
）

※
た
だ
し
、
世
帯
の
65
歳
以
上
の
方
の
年

金
収
入
と
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
の
合

計
が
単
身
で
２
８
０
万
円
、
２
人
以
上
の

世
帯
で
３
４
６
万
円
未
満
の
場
合
は
１
割

負
担
と
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
３
施
設
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
利
用
の
場
合
、
低
所
得
者
の
食
費
・
部

屋
代
に
つ
い
て
、
利
用
者
負
担
額
の
軽
減

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
27
年
８
月

か
ら
、
現
行
制
度
に
加
え
本
人
等
の
資
産

広報さつま９ ８広報さつま

　
広
報
さ
つ
ま
３
月
号
で
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
平
成
27

年
８
月
か
ら
の
制
度
改
正
に
合
わ
せ
、
負
担
割
合
証
の
交
付
や
、
食

費
・
部
屋
代
の
負
担
軽
減
の
申
請
受
付
等
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

せとうちたいこさん
デパートいきタイ

（童心社）　Ⓒ 長野ヒデ子

　　　　　「せとうちたいこさん」は、町図
　　　　　書室の図書カードのイラストでも
　　　　　おなじみですよね！
　　　　　長野さんは、全国各地で講演会や
　　　　　トークショー、ワークショップな
ど楽しいイベントを行っていらっしゃいます。
「こども読書フェスティバル」では、絵本や
紙芝居の読み聞かせをしていただく予定です。
楽しい時間になること間違いなし！ですので、
ぜひみなさんでお越しください！！

1941年愛媛県生まれ。神奈川県鎌倉市在住。絵本や紙芝居、イラストレーションなどの

創作の仕事に加え、エッセイや翻訳も手掛ける。

1975年絵本「とうさんかあさん」（石風社）で絵本日本賞文部大臣賞を受賞。

代表作に「おかあさんがおかあさんになった日」（童心社／サンケイ児童出版文化賞受賞）

「せとうちたいこさん デパートいきタイ」（童心社／日本絵本賞受賞）などがある。

おかあさんが
おかあさんになった日

（童心社）　Ⓒ 長野ヒデ子

おとうさんが
おとうさんになった日

（童心社）　Ⓒ 長野ヒデ子

おばあちゃんが
おばあちゃんになった日
（童心社）　Ⓒ 長野ヒデ子

せとうちたいこさん
えんそくいきタイ

（童心社）　Ⓒ 長野ヒデ子

せとうちたいこさん
わらべうたうたいタイ

（童心社）　Ⓒ 長野ヒデ子

【こども図書館】

※紹介したもの以外にもたくさんの本が入っています！
　詳しくは各図書室へお尋ねください。
　（出版社の了承を得て掲載しております。）

【お問い合わせ先】・教育委員会　社会教育課　☎53-1111（内線2531）・こども図書館～えほんの森～　☎57-1202

　　　　　　　　　・鶴田中央公民館図書室　　☎53-1111（内線4412）・屋地楽習館図書室　     　　 ☎53-1994

新着本
【屋地楽習館図書室】

竹かご編みの技法書
竹かご部 編

（誠文堂新光社）
【一般書】

プラネット・
　　オルゴール

小沢 章友 著
君野 可代子 装画

（講談社）
【ヤングアダルト】

おちゃわんかぞく
林　木林 文
いぬんこ 絵
（白泉社）
【絵本】

【鶴田中央公民館図書室】

「こども読書フェスティバル」を開催します！「こども読書フェスティバル」を開催します！「こども読書フェスティバル」を開催します！
昭和61年度にはじまった国内最大の文化の祭典「国民文化祭」。毎年、各都道府県の持ち回りで開催され、今年は
鹿児島県が開催地となります。さつま町では３つのイベントを予定していますが、その１つの「こども読書フェス
ティバル（11月１日開催）」について、今月から４回に分けて内容などをお伝えしていきます！今回は、当日こど
も図書館～えほんの森～に来てくださる絵本作家の「長野ヒデ子さん」をご紹介します

長野 ヒデ子さん（絵本作家）

★長野ヒデ子さんの主な作品★

★おはなしの部屋スペシャルを開催します！

★こども図書館に、長野ヒデ子さんの
作品コーナーを設置中！

●楽しい夏のおはなしをたくさん準備して、
　お待ちしております！
  ご家族やお友達と一緒にお越しください♪

・と　き：８月８日(土)　午前１０時～(１時間程度）
・ところ：こども図書館～えほんの森～
・内  容：大型絵本や紙芝居の読み聞かせ、パネルシアター・
　　　　　エプロンシアターの上演など   

①
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定

　
を
お
持
ち
の
方
へ
負
担
割

　
合
証
を
交
付
し
ま
す

②
食
費
・
部
屋
代
の
負
担
軽

　
減
（
負
担
限
度
額
認
定
）

　
の
基
準
が
変
わ
り
ま
す

（
郵
送 

↓ 

保
管
）

（
資
産
要
件
に
よ
る
給
付
制
限
）

※



よかとこ再発見

たんぱく尿検査 血清クレアチニン検査

尿中のたんぱくの濃度を

調べる

尿中にたんぱくが排泄さ

れる

たんぱくは体に必要なも

のであるため、尿中に排

泄されない

検査の内容

正常な場合

低下した　

場合

血液中のクレアチニン

(老廃物)の濃度を調べる

クレアチニンは体に不要

なものであるため、ろ過

されて排出される

男性基準値：1.0㎎/㎗以下

女性基準値：0.7㎎/㎗以下

尿中に排泄されなくなる

ため、血液中のクレアチ

ニンが高くなる

腎臓が老廃物を排泄する

能力を調べる

正常又は高値　　：90以上

正常又は軽度低下：60～89

軽度～中等度低下：45～59

中等度～高度低下：30～44

高度低下　　　　：15～29

末期腎不全　　　：15未満

eGFR(ml/分/1.73㎡)

腎
機
能

70～74歳

60歳代

50歳代

40歳代

0 20

1人

9人

57人

本町の平成25年度特定健診における

eGFR50未満の人数

80人

40 60 80 100

？

広報さつま11 10広報さつま

知って
 得する
知って
 得する

安
心
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
町　

さ
つ
ま
町

～
声
を
掛
け
合
い
、
見
守
り
合
い
、

　
　
　
　
み
ん
な
で
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ご
う
～

第
14
回

■
相
談
窓
口
の
ご
案
内
（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

・
電
話
相
談
の
場
合
↓
☎
（
53
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
２
８
３
）

　

高
齢
の
方
は
窓
口
か
ら
自
宅
な
ど
へ
訪
問
可
。

・
来
庁
の
場
合
↓
役
場
２
階
商
工
観
光
課
商
工

　

振
興
係
へ
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
あ
り
ま
す
）

こまっちゃんの

消費生活
基礎講座

　

地
域
の
サ
ロ
ン
へ
出
前
講
座
に
伺
う
と
、
「
う

ち
に
も
電
話
が
あ
っ
た
よ
」
と
た
く
さ
ん
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
「
古
着
、
古
い
履
物
は
あ
り
ま

せ
ん
か
」
と
電
話
が
あ
り
、
「
あ
り
ま
す
け
ど
」

と
答
え
る
と
、
業
者
が
訪
問
し
て
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
古
着
や
履
物
に
は
目
も
く
れ
ず
、
金

や
プ
ラ
チ
ナ
な
ど
の
貴
金
属
を
見
せ
る
よ
う
促
し

た
り
、
な
か
に
は
勝
手
に
タ
ン
ス
を
開
け
る
業
者

も
。
無
料
で
査
定
す
る
と
言
っ
て
、
強
引
に
買
い

取
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

★
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
買
取
り
を
希
望
し

な
い
場
合
、
「
断
り
ま
す
」
と
は
っ
き
り
伝
え

電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
法
律
で
飛
び
込
み
勧

誘
（
不
招
請
勧
誘
）
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、

ど
こ
の
う
ち
に
も
あ
る
古
着
や
古
い
履
物
を
名

目
に
、
本
来
の
目
的
を
隠
し
て
勧
誘
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

★
訪
問
さ
れ
て
、
怖
い
思
い
を
し
た
り
断
っ
て
も

帰
ら
な
い
と
き
は
、
警
察
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

　
★
訪
問
買
取
は
、
事
業
者
が
買
い
手
、
消
費
者
が

売
り
手
と
な
り
訪
問
販
売
と
は
異
な
り
ま
す
が
、

法
律
が
改
正
さ
れ
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
対
象
と

な
り
ま
し
た
。
（
平
成
25
年
改
正
特
定
商
取
引

法
施
行
）
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
内
は
、
引
き

渡
し
を
し
な
く
て
い
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

売
っ
て
い
い
の
か
、
価
格
が
適
正
で
あ
る
か
ど

う
か
な
ど
、
冷
静
に
考
え
る
余
裕
が
で
き
ま
し
た
。

★
買
取
業
者
に
は
古
物
営
業
許
可
証
を
提
示
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
買
取

業
者
か
ら
は
、
盗
品
の
流
通
を
防
止
す
る
目
的

で
健
康
保
険
証
や
免
許
証
に
記
載
さ
れ
た
個
人

情
報
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

★
契
約
す
る
と
き
は
、
契
約
書
を
必
ず
受
け
取
り
、

買
取
業
者
の
住
所
や
電
話
番
号
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

★
契
約
後
、
後
悔
し
た
ら
、
契
約
書
を
受
け
取
っ

て
か
ら
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
一
方
的

に
解
約
）
が
で
き
ま
す
。
書
面
（
は
が
き
）
で

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
手
続
き
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
す
る
と
、
契
約
は
な
か
っ
た

こ
と
に
な
り
、
渡
し
た
商
品
は
返
し
て
も
ら
い

受
け
取
っ
た
お
金
は
業
者
に
返
金
し
ま
す
。

★
出
前
講
座  

只
今
実
施
中
。
申
込
受
付
中

　

講
座
一
回
目
は
寸
劇
で
、
二
回
目
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

見
な
が
ら
、
替
え
歌
、
ク
イ
ズ
な
ど
を
交
え
た
参

加
型
の
講
座
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら
い
い
の
？

　

今
年
も
梅
雨
に
入
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
川
内
川
の
神
子
轟
や
宮
之

城
轟
（
轟
の
瀬
）
で
行
わ
れ
た
天
保
の

川
浚
え
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

宮
之
城
か
ら
川
内
間
の
舟
運
は
、
記

録
に
よ
る
と
慶
長
（
１
６
０
０
年
頃
）

か
ら
米
や
諸
物
資
を
積
ん
で
往
来
し
て

い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
宮
之
城
轟

や
神
子
轟
は
岩
場
が
多
い
難
所
で
あ
っ

た
た
め
、
大
口
側
へ
と
舟
を
通
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

菱
刈
地
方
の
農
民
た
ち
は
、
宮
之
城
ま

で
馬
な
ど
を
利
用
し
て
年
貢
を
運
ば
ね

ば
な
ら
ず
、
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
様
子
を
見
た
大
口
の
西
原
八
幡

宮
司
の
堀
之
内
良
眼
坊
は
、
川
内
川
の

川
筋
直
し
と
神
子
轟
、
宮
之
城
轟
に
舟

が
通
る
水
路
を
作
る
よ
う
に
担
当
役
人

に
陳
情
し
、
天
保
13
年
（
１
８
４
２
）

か
ら
各
地
の
石
工
や
人
夫
を
雇
い
、
神

子
轟
の
破
砕
か
ら
始
ま
り
、
最
後
に
轟

の
瀬
の
「
新
川
」
を
切
り
開
く
ま
で
1

年
半
を
か
け
て
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
大
口
の
羽
月
に
蔵
が
移

さ
れ
、
大
口
の
農
民
は
年
貢
を
運
ぶ
負

担
が
大
幅
に
軽
く
な
り
ま
し
た
。

　

鶴
田
ダ
ム
上
流
に
は
、
こ
の
工
事
の

こ
と
が
彫
ら
れ
た
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
鶴
田
ダ
ム
建
設
中
に
川
内
川

で
発
見
さ
れ
、
現
在
の
位
置
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
も
の
で
、
川
浚
え
に
従
事
し

た
「
小
野
村
（
現
在
の
鹿
児
島
市
小
野

町
）
の
石
工
権
太
郎
」
の
名
が
刻
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
権
太
郎
石
」
と

呼
ば
れ
、
町
の
指
定
文
化
財
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
ち
の
歴
史
探
訪
⑳

轟の瀬（新川） 権太郎石
（鶴田ダムから曽木の滝へ向かう道路沿いにあります）

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
は
、
慢
性
的
に
た
ん
ぱ

く
尿
が
あ
る
な
ど
腎
臓
機
能
（
血
液

を
ろ
過
す
る
力
）
が
低
下
し
て
い
る

状
態
で
、
放
置
し
て
お
く
と
末
期
腎

不
全
と
呼
ば
れ
る
状
態
ま
で
腎
機
能

が
低
下
し
、
人
工
透
析
治
療
や
腎
臓

移
植
を
受
け
な
く
て
は
い
け
な
い
病

気
で
す
。

　

発
症
に
は
、
食
生
活
や
喫
煙
、
飲

酒
、
運
動
不
足
な
ど
の
生
活
習
慣
と

の
関
係
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。
生
活
習
慣
が
悪
い
と
、
糖
尿

病
・
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に

な
り
、
そ
れ
ら
が
腎
機
能
の
低
下
を

加
速
さ
せ
ま
す
。

　

ひ
と
く
ち
に
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
い
っ
て

も
、
症
状
の
軽
い
も
の
か
ら
重
い
も

の
ま
で
様
々
で
、
軽
い
う
ち
は
自
覚

症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
予
防
が
可
能
で
、
よ
り

早
期
に
治
療
を
開
始
す
れ
ば
重
症
化

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
自
分
の
腎
臓
を
守
る
た
め
に

も
、
そ
し
て
生
活
習
慣
病
を
予
防
・

改
善
す
る
た
め
に
も
、
定
期
的
に
健

診
を
受
け
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

６月子牛せり市結果　期日：６月９日(火)～10日(水） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

性別

めす

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比（対５月分）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課
　
保
険
係

　
☎
（
53
）
１
１
１
１

　
（
内
線
２
１
４
７
・
２
１
４
８

）

特定健診で腎臓の状態が確認できます

慢
性
腎
臓
病

　

(

Ｃ
Ｋ
Ｄ)

と
は…

早
期
発
見
・

　

早
期
対
応
が
大
切

腎臓は、一度機能が
低下すると
元に戻りにくい
臓器です。

～あなたの数値は大丈夫ですか？～

「
古
着
、
古
い
履
物
は

　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か
?
」

訪
問
買
取
り
に
気
を
つ
け
よ
う

217 146,390,000 1,406,000 674,608 283

308

298

671,692

672,853

922,000

1,406,000

220,315,000

366,705,000

328

545

   50,035円高値

    345円安値

　20,276円高値

（参照：日本腎臓学会、人間ドック学会）

し
ゅ
う
う
ん

い
し
く

ルビ3
あり



■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ ０９９６(５３)１１１１　ＦＡＸ ０９９６(５２)３５１４

心
配
ご
と
相
談
所

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

今
月
の
納
税
な
ど

保
険
証
の
更
新
が

　
　
　
　
あ
り
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
等

　
　
医
療
費
助
成
制
度

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
入
会
説
明
会

福
祉
・
保
健
医
療
職
場

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催

引
揚
者
と
ご
家
族
の

　
　
　
　
　
　
皆
様
へ

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
す

健
康
診
査
日
程
【
７
・
８
月
分
】

■
お
知
ら
せ

12広報さつま13 広報さつま

■
１
月
当
た
り
の
支
給
額

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

・
１
級
（
重
度
障
害
児
）

　
　
　
　
　

４
９
，
９
０
０
円

・
２
級
（
中
度
障
害
児
）　

　
　
　
　
　

３
３
，
２
３
０
円

　
■
対
象
者

　

母
子
・
父
子
家
庭
の
親
が
18

歳
以
下
の
子
を
養
育
し
て
い
る

場
合
、
又
は
父
母
の
い
な
い
18

歳
以
下
の
子

■
助
成
の
内
容

　

健
康
保
険
給
付
の
高
額
療
療

費
と
付
加
給
付
を
除
い
た
自
己

負
担
分
に
対
し
て
助
成
す
る
制

度
で
す
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は
「
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
受
給

資
格
者
」
の
登
録
を
事
前
に
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
８
月
は
現
況
届
の
時
期
で
す

　

該
当
者
に
は
、
封
書
で
通
知

い
た
し
ま
す
の
で
、
指
定
の
期

日
内
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

・
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

　

（
内
線
２
１
３
３
）

・
鶴
田
支
所　

町
民
福
祉
係　

　

（
内
線
４
１
１
３
）

・
薩
摩
支
所　

町
民
福
祉
係　

　

（
内
線
６
１
２
４
）

　

新
規
会
員
募
集
の
入
会
説
明

会
を
、
毎
月
第
３
火
曜
日
に
定

例
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

人
生
の
豊
富
な
知
識
と
経
験

を
活
か
し
、
生
活
の
お
手
伝
い

や
地
域
・
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
、
生
き
が
い
あ
る
人
生
の

一
助
と
さ
れ
た
い
方
は
大
歓
迎

で
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
60
歳
以

上
の
方
は
、
事
前
に
お
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

■
７
月
の
入
会
説
明
会

　

７
月
21
日
（
火
）

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分
ま
で

■
会
場

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

会
議
室

■
対
象
者

　

60
歳
以
上
の
町
民

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
52
）
３
３
６
３

　　

毎
年
７
月
を
強
調
月
間
と
し

て
行
わ
れ
る
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
法
務

省
主
唱
の
全
国
的
な
運
動
で
、

昭
和
26
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年

で
65
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
を

つ
く
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り

が
考
え
、
参
加
す
る
き
っ
か
け

を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
テ
レ
ビ
放

映
に
よ
る
広
報
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
明
る
い
町
づ
く
り

に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

福
祉
課　

福
祉
係

　

（
内
線
２
１
３
１
）

　　　

福
祉
・
保
健
医
療
職
場
へ
の

就
職
を
希
望
す
る
一
般
の
方
や

来
春
大
学
な
ど
を
卒
業
予
定
の

方
を
対
象
に
、
福
祉
・
保
健
医

療
職
場
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時

　

８
月
６
日
（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
会
場

　

鹿
児
島
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

　

（
鹿
児
島
市
与
次
郎
）

■
内
容

①
就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　

（
受
付
＝
午
前
10
時
〜
）

　

福
祉
の
未
来
の
可
能
性
、
自

分
に
合
っ
た
職
場
の
選
び
方
、

就
職
の
心
構
え
等
に
つ
い
て
の

講
話

②
就
職
面
談
会

　

午
後
1
時
〜
午
後
4
時

　

（
受
付
＝
午
後
０
時
30
分
〜

　

午
後
３
時
30
分
）

　

仕
事
内
容
、
採
用
条
件
な
ど

に
つ
い
て
の
個
別
面
談

③
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー

※
入
場
無
料
、
事
前
申
込
不
要
、

履
歴
書
不
要
、
入
退
場
自
由
で

す
。

※
当
日
は
会
場
内
に
、
求
職
登

録
・
情
報
提
供
・
資
格
取
得
等

相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
５
８
）
７
８
８
８

　　

税
関
で
は
、
終
戦
後
外
地
か

ら
引
き
揚
げ
て
来
た
方
々
か
ら

お
預
か
り
し
た
通
貨
や
証
券
類

を
保
管
し
て
い
ま
す
。
心
当
た

り
の
あ
る
方
は
、
税
関
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
税
関　

業
務
部　

税
関

　

相
談
官

☎
０
１
２
０
（
８
２
８
）
６
８
０

　
　

（
平
日　

９
時
〜
17
時
）

メ
ー
ル　
　
　

nagasaki-sodan@custom
s.go.jp

　

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
11
生
）
健
診

　

７
月
15
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
26
．
11
生
）
育
児
相
談

　

７
月
17
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
24
．
５
生
）
健
診

　

７
月
22
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
27
．
３
生
）
健
診

　

８
月
５
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
４
生
）
歯
科
健
診

　

８
月
６
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
相
談

　

８
月
７
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
Ｈ
u
g
く
み
る
ー
む

（
２
か
月
児
と
マ
マ
の
た
め
の

育
児
相
談
）
（
Ｈ
27
．
５
生
）

　

８
月
11
日
（
火
）

　

午
前
９
時
45
分
〜
午
前
10
時

　

15
分
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ

　

ン
タ
ー
）　

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

・
７
月
27
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　

２
階
会
議
室
Ａ
）

・
８
月
10
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　

２
階
会
議
室
Ａ
）

※
妊
娠
届
出
書
・
健
康
保
険

証
・
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
む
し
歯
予
防
の
日

（
フ
ッ
化
物
塗
布
）　

　

７
月
15
日
（
水
）

　

７
月
22
日
（
水
）

　

８
月
６
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　

８
月
28
日
（
金
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
受
付

（
こ
ど
も
図
書
館　

え
ほ
ん
の
森
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

（
内
線
２
１
４
４
）

　

　　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被

保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
「
平

成
27
年
７
月
31
日
」
ま
で
で
す
。

■
更
新
方
法

　

原
則
と
し
て
簡
易
書
留
郵
便

で
住
民
票
の
住
所
地
に
お
送
り

し
ま
す
。

■
発
送
時
期

　

７
月
中
旬
頃

■
届
い
た
保
険
証
の
確
認
を
！

・
保
険
証
の
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
な
ど
に
誤
り
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

・
保
険
証
は
「
一
人
に
一
枚
」

で
す
。
加
入
者
分
が
す
べ
て

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
か
？

・
誤
記
・
誤
配
が
あ
り
ま
し
た

ら
必
ず
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
注
意
点

・
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢

者
医
療
の
保
険
証
は
、
別
々

に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

・
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、

８
月
１
日
以
降
、
各
自
で
細

か
く
裁
断
し
、
破
棄
し
て
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

保
険
係　

　

（
内
線
２
１
４
１
）

・
固
定
資
産
税
第
２
期

・
国
民
健
康
保
険
税
第
１
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
１
期

・
介
護
保
険
料
第
１
期

【
納
期
限
７
月
31
日
】

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

収
納
係

　

（
内
線
２
１
１
３
）

　

毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
52
）
１
１
２
３

　
■
対
象
者

・
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、

父
子
家
庭
・
母
子
家
庭
と
な

っ
た
方

・
父
又
は
母
と
生
計
を
と
も
に

し
て
い
な
い
児
童
の
父
又
は

母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方

・
父
又
は
母
が
一
定
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
家
庭
の
児
童

（
18
歳
以
下
又
は
20
歳
未
満

で
心
身
に
障
害
の
あ
る
児

童
）
を
養
育
し
て
い
る
方

※
こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
（
遺

族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年

金
、
労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な

ど
）
を
受
給
す
る
方
は
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
児
童
扶
養
手
当
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成
26
年

12
月
以
降
は
、
年
金
額
が
児
童

扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
方
は
、

そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

■
８
月
は
現
況
届
の
時
期
で
す

　

該
当
者
に
は
、
封
書
で
通
知

い
た
し
ま
す
の
で
、
指
定
の
期

日
内
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
１
月
当
た
り
の
支
給
額

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
） 

・
全
部
支
給
４
２
，
０
０
０
円　

・
一
部
支
給
４
１
，
９
９
０
円
〜

　
　
　
　
　
　

９
，
９
１
０
円　

■
対
象
者

　

精
神
又
は
身
体
に
障
害
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す

る
父
も
し
く
は
母
又
は
、
父
母

以
外
の
養
育
者

※
障
害
を
事
由
に
公
的
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
や

児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

る
場
合
は
支
給
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

税関で保管されている証券

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　    81件

　運んだ人      79人

◆内 訳

　急　　病 36件 35人

　交通事故  7件  7人

　そ の 他 38件 37人

◆発生件数　　1件

　内訳　林野　1件

５月の火災・救急情報
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税
に
関
す
る
高
校
生
の

　
作
文
を
募
集
し
ま
す

①
第
１
種
電
気
工
事
士
資
格

試
験
対
策
講
座
（
学
科
編
）

自
分
を
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

し
て
み
ま
せ
ん
か

②
第
２
種
電
気
工
事
士
資
格

試
験
対
策
講
座
（
学
科
編
）

さ
つ
ま
美
術
展

　
作
品
募
集

「
年
金
情
報
流
出
」
を
口
実

に
し
た
『
振
り
込
め
詐
欺
』

や
『
個
人
情
報
の
搾
取
』
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
‼

免
除
制
度
を

　
　
ご
存
知
で
す
か
？

８
月
１
日
は
水
の
日
で
す

■
お
知
ら
せ

■
国
民
年
金
の

　
　
お
知
ら
せ
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■
申
込
方
法
　

　

電
話
・
来
所
又
は
住
所
、
氏

名
、
連
絡
先
を
明
記
し
て
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
22
）
３
８
７
３

fax
０
９
９
６
（
20
）
６
４
２
３

　　　　

日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
、

職
員
の
端
末
に
対
す
る
外
部
か

ら
の
ウ
イ
ル
ス
メ
ー
ル
に
よ
る

不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
、
日
本

年
金
機
構
が
保
有
し
て
い
る
情

報
の
一
部
が
外
部
に
流
出
し
た

こ
と
が
、
５
月
28
日
に
判
明
し

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
現
時
点

に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
個

人
情
報
は
約
１
２
５
万
件
で
す
。

　

該
当
す
る
お
客
様
に
は
、
基

礎
年
金
番
号
を
変
更
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
万
全
の
対
処
を
期
す

方
針
で
す
。
そ
の
た
め
の
準
備

を
早
急
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
年
金
情
報
流
出
事
案
に

関
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

・
日
本
年
金
機
構
や
年
金
事
務

所
か
ら
お
客
様
に
電
話
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

基
礎
年
金
番
号
の
変
更
に
関

す
る
ご
連
絡
は
、
後
日
、
文

書
を
お
送
り
し
ま
す
。

・
日
本
年
金
機
構
か
ら
お
客
様

に
お
金
を
要
求
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

・
日
本
年
金
機
構
が
お
客
様
に

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

・
お
客
様
の
個
人
情
報
（
家
族

構
成
な
ど
）
を
確
認
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
日
本

年
金
機
構
や
機
構
の
職
員
な
ど

を
名
乗
る
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
ら
、
迷
わ
ず
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

■
連
絡
先
　
　

　

警
察
相
談
専
用
電
話　
　
　

　

＃
９
１
１
０　

　

又
は
最
寄
り
の
警
察
署
ま
で

「
所
得
が
少
な
い
」
「
会
社
を

退
職
し
た
」
「
学
生
で
所
得
が

少
な
い
」
等
の
経
済
的
な
理
由

で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
保

険
料
免
除
制
度
が
利
用
で
き
ま

す
。

　

保
険
料
免
除
の
承
認
は
、
本

人
、
配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
所

得
に
よ
り
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

若
年
者
納
付
猶
予
の
承
認
は
、

本
人
、
配
偶
者
の
所
得
に
よ
り

審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

全
額
免
除
・
若
年
者
納
付
猶

予
の
継
続
申
請
で
な
い
方
や
平

成
27
年
６
月
ま
で
一
部
免
除
の

承
認
を
受
け
て
い
る
方
で
、
平

成
27
年
度
分
（
平
成
27
年
７
月

〜
平
成
28
年
６
月
）
の
免
除
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
が

必
要
で
す
の
で
、
役
場
本
庁
町

民
係
・
両
支
所
町
民
福
祉
係
、

川
内
年
金
事
務
所
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

川
内
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
６
（
22
）
５
２
７
６

　

自
動
音
声
案
内
②

　

健
全
な
水
循
環
の
維
持
、
回

復
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
平
成

26
年
４
月
に
「
水
循
環
基
本

法
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
省
で
は
、
こ
れ
を
受
け

て
水
環
境
の
保
全
や
水
の
大
切

さ
に
つ
い
て
、
改
め
て
国
民
の

皆
様
に
知
っ
て
頂
き
、
一
人
一

人
が
出
来
る
こ
と
を
考
え
て
頂

き
た
い
と
、
官
民
連
携
に
よ
る

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
素
晴
ら
し
い
水
を
将

来
に
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に
、

３
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
で
毎
日
の

水
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
３
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
】

１
．「
み
ん
な
の
水
」
に
つ
い
て

　
【
知
ろ
う
！
】

　

水
の
循
環
の
仕
組
み
や
、
そ

れ
に
関
わ
る
様
々
な
活
動
に
つ

い
て
、
知
っ
て
み
よ
う
。

２
．「
み
ん
な
の
水
」
に
つ
い
て

　
【
考
え
よ
う
！
】

　

1
年
後
、
10
年
後
、
100
年
後

の
水
に
つ
い
て
、
何
が
必
要
か
、

何
が
出
来
る
か
、
考
え
て
み
よ

う
。

３
．
少
し
意
識
を
変
え
て
大
切
に

　
【
使
お
う
！
】

　

知
っ
て
、
考
え
て
、
自
分
の

水
と
の
関
わ
り
方
を
昨
日
よ
り

少
し
だ
け
変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　　

第
11
回
さ
つ
ま
美
術
展
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
閉
校
に
な
る
小
学

校
が
あ
る
た
め
、「
学
校
（
保
育

園
・
幼
稚
園
を
含
む
）
」
を
題

材
と
し
た
テ
ー
マ
部
門
と
、
自

由
部
門
で
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

最
優
秀
賞
受
賞
者
は
、
さ
つ

ま
町
民
大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　

多
く
の
作
品
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

９
月
１
日
（
火
）
か
ら

　

10
月
９
日
（
金
）
ま
で

■
応
募
規
格

　

作
品
は
ク
レ
ヨ
ン
、
水
彩
、

油
絵
、
日
本
画
、
ち
ぎ
り
絵
、

版
画
そ
の
他
の
絵
画
。

　

保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学

生
・
中
学
生
は
Ｂ
３
・
四
つ
切

り
以
下
の
サ
イ
ズ
と
し
ま
す
。

　

高
校
・
一
般
は
30
号
以
下
の

サ
イ
ズ
と
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
部
門
・
自
由
部
門
と

も
に
１
人
各
１
点
ま
で
と
し
、

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

文
化
係
又
は
鶴
田
教
育
係
・
薩

摩
教
育
係
に
お
持
込
み
く
だ
さ

い
。

※
お
持
込
み
の
際
に
は
、
出
品

一
覧
表
と
、
名
札
を
つ
け
て
下

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課　

文
化
係

（
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　

（
内
線
２
５
５
２
）

　　　

国
税
庁
で
は
、
今
年
も
高
校

生
の
皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る

作
文
を
募
集
し
ま
す
。

　

内
容
は
、
税
に
関
す
る
ニ
ュ

ー
ス
や
身
近
な
税
の
話
題
に
つ

い
て
考
え
た
こ
と
な
ど
、
自
ら

の
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
も
の

で
あ
れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。

　

字
数
は
、
８
０
０
〜
１
，
２

０
０
字
以
内
、
締
切
は
９
月
４

日
（
金
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
川
内
税
務
署
に

お
尋
ね
い
た
だ
く
か
、
国
税
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
川
内
税
務
署

☎
０
９
９
６
（
22
）２
８
３
０

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

　　
■
日
時
　

　

８
月
２
日
〜
９
月
27
日
ま
で

の
毎
週
日
曜
日
（
９
日
間
）

　

９
時
〜
16
時

■
内
容

　

理
論
編
、
施
工
編
、
演
習
編

の
出
題
傾
向
に
基
づ
く
講
義
及

び
問
題
演
習

■
対
象
者

　

電
気
事
業
従
事
者
、
新
卒
資

格
希
望
者
、
建
築
関
係
者
等

■
試
験
日
　

　

学
科　

10
月
４
日
（
日
）

■
日
時
　

　

７
月
25
日
〜
９
月
26
日
ま
で

　

の
土
曜
日
（
内
９
日
間
）

　

９
時
〜
16
時

■
内
容
　

　

理
論
編
、
施
工
編
、
演
習
編

の
出
題
傾
向
に
基
づ
く
講
義
及

び
問
題
演
習

■
対
象
者

　

電
気
工
事
に
つ
い
て
学
び
た

い
方

■
試
験
日
　

　

学
科　

10
月
４
日
（
日
）

 

①
・
②
共
通
事
項

■
場
所
　

　

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

　

薩
摩
川
内
市
青
山
町
４
５
９
７

■
定
員
　

　

①
・
②
各
10
人

※
申
込
状
況
に
よ
り
中
止
す
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
受
講
料
　

①
各
編
１
万
円
（
各
編
別
途
テ

キ
ス
ト
、
模
擬
テ
ス
ト
代
等

２
千
円
）

②
各
編
１
万
円
（
各
編
別
途
練

習
問
題
、
模
擬
テ
ス
ト
代
等

２
千
円
）

■
申
込
締
切
　

　

講
座
開
始
10
日
前

「ウォータープロジェクト」
ホームページ
https://www.eeel.go.jp/water-project/

■
募 

集

　テレビでもおなじみの米村でんじろ

う先生が、科学のおもしろさを知って

ほしいと考案したユニークな科学実験

の数々をステージ上で次々に繰り広げ

ます。誰もが好奇心を刺激される楽し

い時間です。不思議でワクワクする科

学の世界を楽しんでみませんか。

　なお、この公演は財団法人自治総合

センターによる宝くじの社会貢献広報

事業として、宝くじの助成を受けた特

別料金で実施します。

●開催日時

●開催場所

●入 場 料

●主    催

●チケット

　販 売 所

宮之城文化センター　ホール

全席指定　（一般　1,500円）（３歳以上高校生以下　500円）

※宝くじ助成による特別料金（当日は各500円増）

（３歳未満は大人１名につき１名ひざ上鑑賞できます。

　ただし、座席が必要な場合は有料です）

さつま町、さつま町教育委員会、

（一財）自治総合センター

・宮之城文化センター

・鶴田中央公民館（完売しました）

・薩摩農村環境改善センター（完売しました）

平成27年 ９月５日（土）
午後２時開演

（午後１時30分開場）

※チケットの販売は、完売次第終了となります。
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点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

広報紙をご覧になった感想や

今後取り上げてほしい記事、

皆さんの身の周りで起こった

出来事、イラストなど、たく

さんの声をお聞かせください。

お手数ですが

52円切手を

お貼りください

さつま町役場

総務課秘書広報係　行
　　　　　　（2015/７月号）

さつま町宮之城屋地 1565－2

８ ８ ０ ３９ ５ １

電話（　　　　）　　　－

※記入がない場合は、実名で記載させていただきます。

フリガナ

年齢　　　歳　　性別 / 男 ・ 女

◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所
コーナー

お 便 り

き
り
と
り
線

きりとり線

※個人情報の取扱い
・ご記入いただいた個人

情報は、お便りのご紹
介・賞品発送以外の目
的では使用しません。

広
　
告

　

日
は
、
全
国
ネ
ッ
ト
で
さ
つ
ま

町
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
紫

尾
温
泉
や
酒
蔵
、
町
の
特
産
の
竹
林
、

タ
ケ
ノ
コ
な
ど
…
。
改
め
て
自
然
豊
か

な
素
晴
ら
し
い
土
地
な
の
だ
と
実
感
し

ま
し
た
。
そ
ん
な
故
郷
を
も
っ
と
沢
山

の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
い
、
町
が
盛
り

上
が
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
や
催
し
も
増
や
せ
て
い
け
た
ら
い

い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
の
さ
つ
ま
町
が

楽
し
み
で
す
。

　
　
　

（
ひ
ろ
り
ん
こ　

47
歳
女
性
）

　

さ
つ
ま
町
の
良
さ
を
多
く
の
方
に
知

っ
て
も
ら
い
、
お
越
し
（
定
住
）
い
た

だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
Ｐ
Ｒ
し
て

ま
い
り
ま
す
。
（
秘
書
広
報
係　
　

）

里
を
離
れ
て
65
年
、
80
代
半
ば

に
な
り
ま
し
た
。
ほ
ぼ
毎
年
帰

省
し
て
い
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
の
影

響
を
受
け
段
々
厳
し
く
な
る
故
里
の
移

り
変
わ
り
を
目
の
当
た
り
に
し
て
案
じ

て
い
ま
す
。
先
月
、
帰
省
の
折
、
弟
の

計
ら
い
で
ホ
タ
ル
舟
に
乗
船
出
来
ま
し

た
が
、
全
国
的
に
も
例
が
無
い
の
で
は

と
思
わ
れ
る
位
の
数
百
万
匹
、
そ
れ
以

上
か
も
し
れ
な
い
ホ
タ
ル
の
群
れ
・
乱

舞
を
観
賞
し
、
想
像
以
上
の
素
晴
ら
し

さ
に
本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。
貴
重
な

観
光
資
源
と
し
て
こ
こ
ま
で
育
て
ら
れ

努
力
さ
れ
て
い
る
地
元
の
皆
様
、
役
場

の
方
々
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

地
方
の
立
場
は
こ
れ
か
ら
益
々
大
変
だ

と
思
い
ま
す
が
、
活
性
化
に
向
け
て
頑

張
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
期
待
し
て
、

郷
里
の
発
展
を
祈
る
の
み
で
す
。

　
　
　
　
　

（
小
島　

滿
郎　

男
性
）

　

ホ
タ
ル
舟
は
毎
年
県
内
外
か
ら
大
勢

の
方
に
ご
乗
船
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

さ
つ
ま
町
の
ホ
タ
ル
、
来
年
も
ぜ
ひ
お

越
し
い
た
だ
き
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

（
秘
書
広
報
係　
　

）

は
昨
年
か
ら
広
報
さ
つ
ま
を
取

り
寄
せ
て
お
り
、
毎
月
待
ち
遠

し
く
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
８
月
２
日
に
さ
つ
ま
町
夏
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
る
そ
う
で
す
ね
。
小
さ
い

頃
、
ア
ッ
ク
イ
が
出
て
、
今
の
手
塚
こ

ん
に
ゃ
く
屋
の
奥
ま
で
逃
げ
ま
し
た
が
、

か
ま
れ
ま
し
た
。
私
も
少
し
な
が
ら
、

夏
ま
つ
り
に
寄
附
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
日
は
、
夢
の
テ
レ
ビ
を
見
な

が
ら
、
故
郷
を
思
い
出
し
、
ダ
イ
ヤ
メ

せ
ん
な
ら
。
キ
バ
ッ
テ
タ
モ
ン
セ
。

　
　
　

（
鮫
島　

康
彦　

76
歳
男
性
）

　

ア
ッ
ク
イ
、
手
踊
り
、
ね
ぶ
た
運
行

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
夏
ま
つ
り
。
た

く
さ
ん
写
真
を
撮
っ
て
、
広
報
紙
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
ね
。（
秘
書
広
報
係　

   

）

　

全
国
大
会
出
場
。
宮
之
城
野

球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
５
月

に
行
わ
れ
た
鹿
児
島
県
予
選
大
会
で
準

優
勝
を
果
た
し
、
８
月
６
日
か
ら
10
日

ま
で
徳
島
県
で
開
催
さ
れ
る
「
阿
波
お

ど
り
カ
ッ
プ
２
０
１
５
全
国
学
童
軟
式

野
球
大
会
」
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま

し
た
。
本
県
代
表
と
し
て
、
優
勝
目
指

し
て
精
一
杯
頑
張
っ
て
き
ま
す
の
で
町

民
の
皆
様
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。　
　
　

（
育
成
会
一
同
）

　

県
予
選
準
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ん
が
活
躍
で
き
る
よ
う
さ

つ
ま
町
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
秘
書
広
報
係　
　

）

※
こ
の
ほ
か
に
も
お
便
り
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

文
章
は
、
紙
面
の
都
合
上
添
削
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

先郷

私祝

花

ひと夏の思い出づくりに参加してみてはいかがでしょうか！

■申込先　さつま町商工会 鶴田支所 ☎(59)2113

平成27年8月23日（日）
ドラゴンボートレース大会　
小雨決行　荒天の場合中止　
受付8:30～　開会式9:30～　競技開始10:00～

川内川神子橋付近の特設会場

町ホームページからダウンロードできます。

1チームあたり10,000円
（ただし、小学生の部は無料）

平成27年7月31日（金）まで　
※先着90チームになり次第締め切ります。

前日祭として8月22日（土）に
神子区ドラゴンボートレース大会が行われます。

【開催日時】

【開催場所】

【申 込 書】

【参 加 料】

【申込締切】

【そ の 他】

第18回　水辺の楽校

　８月の全国大会で優勝できるように頑張ります！

花

濵

濵



ちゃん

１歳で～す
毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２6年７月１日生

ちゃん

両親から一言

父　将　章 さん

母　沙弥香 さん

ひ ら た ゆ う り

町頭公民会

元気に育ってね！！

平田 悠流

プレゼント

18広報さつま19 広報さつま

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

町
長
コ
ラ
ム
日
髙
政
勝

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

きりとり線

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お便りをお寄せくださった方の中
から、10人にプレゼント。たくさ
んのご応募お待ちしております♪

読者

【応募締切】
  ７月24日(金)消印有効

プレゼント

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場　

上
之
原　

純
夫

・
中
央
分
団
支
援
隊　

此
元
正
明
還
暦

　

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

・
中
園
商
事

さつま町10周年記念

フレーム切手フレーム切手
差し上げます！

(82円×10枚)を

田
園
回
帰

　

近
年
、
都
会
の
住
人
の
農
山
漁
村

地
域
へ
の
定
住
願
望
が
増
え
て
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
田
舎
暮
ら
し
、
地

方
移
住
の
希
望
者
は
、
こ
れ
ま
で
定

年
前
後
の
中
高
年
層
が
主
流
で
し
た

が
、
近
年
は
20
代
か
ら
40
代
の
若
年

層
が
多
く
な
っ
て
い
る
動
向
に
あ
る

と
さ
れ
ま
す
。
自
然
環
境
の
良
い
と

こ
ろ
で
子
育
て
し
た
い
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
変
え
た
い
な
ど
理
由
は

様
々
あ
る
よ
う
で
す
。

　

現
在
、
地
方
の
殆
ど
が
若
者
の
都

会
へ
の
流
出
に
伴
っ
て
高
齢
化
と
人

口
減
少
と
い
う
大
き
な
課
題
に
直
面

し
、
社
会
的
に
も
様
々
な
歪
み
を
感

じ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
若
者
定
住
、

人
口
減
対
策
が
ふ
る
さ
と
創
生
を
図

る
う
え
で
喫
緊
の
政
策
テ
ー
マ
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
人
口
を
増
や
す
た
め

に
企
業
立
地
の
推
進
、
農
林
業
・
商

工
業
・
観
光
業
・
建
設
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
全
て
の
産
業
に
わ
た
る
振
興
政

策
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
の
産
業
活
動

を
支
え
る
た
め
の
道
路
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
、
又
最
近
に
お
い
て
は
周

辺
地
域
等
移
住
定
住
促
進
補
助
金
や

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
補
助
金

（
27
年
度
か
ら
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム

開
始
）
な
ど
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後
、
田
園
回
帰
（
ふ
る
さ

と
回
帰
）
の
動
向
を
踏
ま
え
、
東
京

の
N
P
O
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
が
行
う
移
住
相
談
会
＆
セ
ミ
ナ

ー
へ
の
参
加
と
情
報
発
信
に
努
め
、

一
人
で
も
人
口
増
に
つ
な
が
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町長の動静 （平成27年５月）
※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

    

１
日

　
　

７
日

　
　

８
日

　
　
９
日

　
　

11
日

　
　

12
日

　
　

13
日

　
　

15
日

　
　
16
日

　
　
17
日

　
　

18
日

　
　

19
日

　
　

　
　

20
日

　
　

21
日

　
　

22
日

　
　
23
日

　
　

25
日

　
　

26
日

　
　

27
日

　
　

28
日

　
　

29
日

　
　
30
日

　
　
31
日

（
金
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

職
員
朝
会　

▽
来
客
対
応
（
永
野
五
縁
会
会
長
ほ
か
役
員
）　

来
客
対
応
（
ア
ル
テ
ン
ハ
イ
ム
鶴
宮
園
長
・
副
園
長
）

知
事
と
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
語
ろ
会
（
町
内
現
地
視
察
〜
語
る
会
）

県
観
光
連
盟
監
査　

▽
面
談
（
森
林
総
合
研
究
所
九
州
整
備
局
長
）
（
鹿
児
島
市
）

永
野
地
区
む
ら
づ
く
り
意
見
交
換
会
〜
交
流
会

日
展
鹿
児
島
会
さ
つ
ま
展
終
了
に
伴
う
同
役
員
・
事
務
局
と
の
懇
談
会

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
５
０
０
人
総
立
哨　

▽
教
育
委
員
辞
令
交
付
式

日
特
鹿
児
島
宮
之
城
工
場
長
（
新
旧
）
意
見
交
換
会

在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
民
生
委
員
等
合
同
研
修
会

全
国
水
源
林
造
林
協
議
会
連
合
会
通
常
総
会
・
九
州
地
区
水
源
林
造
林
協
議
会
理
事
会
（
14
日
ま
で　

東
京
都
）

職
員
朝
会　

▽
学
校
訪
問
（
薩
摩
中
学
校
）　

▽
６
月
補
正
予
算
町
長
査
定

姶
良
市
市
制
施
行
五
周
年
記
念
式
典
（
姶
良
市
）

川
内
川
水
防
演
習
（
下
流
地
区
〜
さ
つ
ま
町
・
薩
摩
川
内
市
水
防
機
関
）　

三
役
調
整
会
議　

▽
来
客
対
応
（
薩
摩
川
内
市
消
防
団
長
・
鶴
田
ダ
ム
管
理
事
務
所
長
）

町
観
光
特
産
品
協
会
総
会

町
茶
生
産
協
会
新
茶
贈
呈
式　

▽
来
客
対
応
（
県
社
会
教
育
課
長
・
日
展
鹿
児
島
会
顧
問
）

北
薩
地
域
行
政
懇
話
会
・
情
報
交
換
会
（
薩
摩
川
内
市
）

川
薩
地
区
畜
産
共
進
会　

▽
川
内
川
改
修
促
進
期
成
会
理
事
会
（
伊
佐
市
）

九
州
地
方
整
備
局
長
川
内
川
現
地
視
察
来
町
〜
意
見
交
換
会

新
規
認
定
農
業
者
・
認
定
新
規
就
農
者
認
定
証
交
付
式　

町
商
工
会
通
常
総
代
会

課
長
会　

▽
県
公
民
館
連
絡
協
議
会
定
期
総
会
（
鹿
児
島
市
）

来
客
対
応
（
串
木
野
海
上
保
安
部
長
）　

▽
異
業
種
交
流
会

Ｏ
Ｄ
Ｋ
さ
つ
ま
町
温
泉
ポ
ス
タ
ー
展

町
土
地
開
発
公
社
理
事
会　

▽
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
会
・
組
合
会
（
鹿
児
島
市
）

県
観
光
連
盟
第
１
回
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）　

▽
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
総
会

ダ
ム
・
発
電
関
係
市
町
村
全
国
協
議
会
理
事
会
・
総
会
（
東
京
都
）

国
会
議
員
要
望
活
動
（
衆
参
地
元
選
出
議
員
）

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
訪
問
（
プ
ー
ル
改
修
助
成
）　

▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
訪
問
（
東
京
都
）

入
札
（
水
道
２
件
・
消
防
３
件
）　

さ
つ
ま
地
区
防
犯
協
会
理
事
会
・
総
会　

▽
(財)
中
部
生
産
性
本
部
企
業
と
の
懇
談
会

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
期
総
会　

▽
青
少
年
指
導
者
養
成
研
修
会
（
Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
）

町
内
一
斉
防
災
訓
練

小
川
内
　
啓
　
　 

陽
介
　 

京
塚
原

宇
宿
旬
之
助
　
　 

真
悟
　 

豆
漬

東
郷
　
信
弦
　
　 

広
弥
　 

西
手

田
上
　
湊
士
　
　 

裕
幸 

　
町
頭

丸
山
　
美
空
　
　 

正
樹
　 

五
日
町

竹
井
　
悠
人
　
　 

政
登 

　
大
薄
上

鶯
出
　
琢
人
　
　 

健
太
　 

東
湯
田
原

米
森
　
愛
莉
　
　 

和
也
　 

新
岩
元

男 男 男 男女男男女

お
が
わ
う
ち

け
い

み

な

と

た
の
う
え

み

く

ま
る
や
ま

ひ

ろ

と

た

け

い

あ

い

り

よ
ね
も
り

た

く

と

う
ぐ
い
で

し
ん
げ
ん

と
う
ご
う

し
ゅ
ん
の
す
け

う

す

き

折
小
野
ナ
ツ
エ
　
92
　
折
小
野

玉
利
　
末
則
　
68
　
湯
田
中

紺
屋
ノ
ブ
子
　
84
　
川
原
町

下
大
迫
憲
子
　
81
　
京
塚
原

栗
牧
サ
キ
エ
　
95
　
中
間

永
德
シ
ヅ
エ
　
87
　
二
渡

園
田
　
五
男
　
72
　
町
頭

木
　
マ
ツ
子
　
90
　
マ
モ
リ
エ

中
尾
　
ミ
キ
　
88
　
大
野

中
囿
　
多
恵
　
93
　
虎
居
大
角

市
野
ヨ
シ
子
　
87
　
き
ら
ら

小
坂
ハ
マ
子
　
97
　
吉
川

津
曲
　
勝
　
　
77
　
ほ
た
る

米
盛
　
ナ
ミ
　
89
　
マ
モ
リ
エ

河
内
野
タ
ミ
　
96
　
船
木
東

滿
園
　
サ
ツ
　
90
　
湯
田
上

大
牟
田
定
二
　
93
　
吉
川

松
下
　
二
雄
　
94
　
泊
野
高
峰

宿
里
　
光
江
　
82
　
中
間

岩
下
　
瑞
枝
　
79
　
西
町

尾
辻
　
波
　
　
87
　
東
湯
田
原

(京都府宇治市）

Ⓒ 宇治商工会議所
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広
報
さ
つ
ま
７
月
号

№
1
2
4

〔
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〕

〔
メ
ー

ル
ア

ド
レ
ス
〕

h
ttp

://w
w
w
.satsu

m
a- n

e
t.jp

so
- h

isy
o
ko

h
o
@
satsu

m
a- n

e
t.jp

編
集
と
発
行
　
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
 さ

つ
ま
町
役
場
 総

務
課
 

０
９
９
６
ー
５
３
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
２
）

平
成

2
7
年

７
月
２
日
発
行

　
■

一
部

あ
た

り
単

価
４

２
円

（
税

込
）

竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）

堀之内　桜
ほ り の う ち さくら

さん
宮之城中学校３年

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　22,402人（ -15人） 

　男　　10,400人（  -2人）

　女　　12,002人（ -13人）

    世帯数　9,703世帯

転入    44人　転出　  43人

出生　   7人　死亡    23人

 （平成27年６月１日現在）

     （　）は前月対比

さつま町に動物病院を
　私の将来の夢は、獣医です。獣医は、動物の命をあずかり、

責任を持って治療や手術を行う大切な仕事です。しかし、最

近では獣医や動物看護師の方々が減ってきているようです。

また、さつま町にはペットの動物病院が一つもありません。

私がこのさつま町に、一軒建てたいと思っています。

　今年はいよいよ受験があります。将来の夢を実現するため

に、もっと勉強をして、知識を広げていきたいと思います。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

7　月

8　月

7　月

8　月

5日

12日

19日

20日

26日

2日

9日

16日

立志病院

薩摩郡医師会病院

宮之城病院

小緑内科

海江田医院

溝口整形外科

薩摩郡医師会病院

さくらクリニック

５５－９１１９

５３－０３２６

５３－０１８０

５２－１６７６

５３－０００６

５２－４６６８

５３－０３２６

５３－１４５１

5日

12日

19日

20日

26日

フタヤ薬局

青空薬局

ふなき薬局

とどろ薬局

タバタ薬局

５９－２０３３

５２－０１０１

２９－３２８１

５２－２５２５

２１－３３４４

☎

☎

☎

☎

☎

2日

9日

16日

ヘルシー薬局

青空薬局

きりん薬局

２１－３７３９

５２－０１０１

５２－２０３３

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎
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